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〇概要・目的

「信州上田デジタルマップ」には不便な点や、分かりに
くい部分が散見している。

→分かりやすく扱いやすいサイトに進化すれば、初め
て利用する方でも戸惑うことなく直感的にサイトを活用
できる。また、利用者の定着にもつながる。デジタル
マップに潜んでいる課題点を探るのが目的である(可能で
あれば反映させたい)。

みんなでつくる信州上田デジタルマップ (d-commons.net)

http://www.d-commons.net/uedagaku/index.php


〇前期の活動

•信州上田デジタルマップの閲覧・活用並びに課題
発見

•開発者の方との打ち合わせ

•他webサイトの使用

•アンケート調査



・デジタルマップの課題発見

・開発者の方との打ち合わせ

・他webサイトの使用

については、こちらをご覧ください。

→みんなでつくる信州上田デジタルマップ｜プロ
ジェクト研究 (d-commons.net)

http://www.d-commons.net/uedagaku/?c=&p=4634


アンケート調査



・アンケート調査

• 前期の終盤、デジタルマップを活用しているゼミ生を対象に、
Googleフォームを用いたアンケート調査を行った。

• 6人の方から回答をいただいた。

• アンケート項目は七つあり、内容は「デジタルマップは学習の
手助けになっているか？」「投稿の際に不便な点はあるか？あ
るならどのような不便があるか？」等。



問2、学習に役立てるには、どのような機能が欲しいですか？

・色々な情報が欲しい

・記事に対するコメントやいいね機能

……等



問4、問3で「はい」と答えた方、どのような不便がありました
か？

・位置情報の指定が上手くいかないことがあった。



問6、問5で「はい」と答えた方、どのような不便がありました
か？

・新着記事をおすすめ記事の上に配置した方がいい

・キーワードが多すぎる

・マイサイトからトップページへの戻り方が分かりにくい



問7、デジタルマップに関してご意見やご要望がありましたら、
ご自由にお書きください。

・似たようなキーワードが多いため、1つしかないものは仕訳や
削除を施してみては？

・普段全く使っていない

・「情報を探す」という検索欄があるが、そこに入力する情報は
記事投稿の際の「キーワード」に記載する単語になるので、上方
とキーワードはどちらかに表記を統一した方が良いと思う

……等



• 膨大なキーワード数に難色を示す、マイサイトからトップペー
ジへの戻り方が分かりにくい等、閲覧時に不便を感じる学生が
いると分かった。

• デジタルマップは、あまり役に立っていないという学生が半数
存在した。

• 投稿した記事へのコメントやリアクションを取れる機能の追加
を求める声もあった。

→現段階のデジタルマップは記載するだけの一方的な投稿サイ
トになっている。これでは従来の大学の課題提出と何ら変わりが
ない様に思える。コメント機能が存在すれば、閲覧者からの感想
や批評をもらえるため、学生や利用者のモチベーション上昇や、
自分では気付かなかった新たな発見に繋がるのでは？



・今後の課題

• デジタルマップのUIの磨き上げ(特に閲覧時の問題解決)。

• 学生がもっと活用できる、もしくは活用したいと思えるような
サイトにするには？



・前期の反省

• ゼミの活動をメモに残していたが、デジタルマップには記載し
ていなかった。

• 前期の中盤辺りで済ませる予定であったアンケート作成に時間
をかけてしまい、調査が遅れてしまった。



・後期の予定・計画

• 学生や利用者がデジタルマップに求めているものを探求する

• 開発者の方との打ち合わせ

• UIの課題発見や提案


